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は
じ
め
に

一
八
八
一
(
明
治
一
四
)
年
二
月
七
日
、
現
在
の

福
井
県
が
成
立
す
る
。
一

O
年
前
の
七
一
(
明
治
四
)

年
の
廃
藩
置
県
以
後
、
福
井
県
域
の
行
政
区
画
は
、

目
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
を
遂
げ
る
が
、
そ
の
過
程
で
県

庁
所
在
地
を
め
ぐ
る
対
立
か
ら
木
芽
峠
(
嶺
)
以
北
・

以
南
と
い
う
地
域
利
害
が
発
生
し
、
「
嶺
北
」
「
嶺
南
」

と
い
う
言
葉
が
誕
生
す
る
。

今
日
、
「
嶺
北
」
地
方
、
寸
嶺
南
」
地
方
と
い
う
言

葉
は
、
政
治
・
行
政
の
場
に
お
い
て
、
ま
た
、
地
理
・

気
象
用
語
な
ど
と
し
て
も
広
く
県
民
に
使
わ
れ
て
い

中
島

る
が
、
福
井
県
域
の
近
現
代
史
を
研
究
し
て
い
く
上

に
お
い
て
も
重
要
な
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

小
稿
で
は
、
廃
藩
置
県
以
後
の
福
井
県
域
の
行
政

区
画
の
変
遷
の
な
か
で
、
「
嶺
北
」
「
嶺
南
」
地
方
と

い
う
言
葉
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
定
着
し
て

い
く
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
が
)
。

一
、
敦
賀
県
へ
の
足
羽
県
の
併
合

一
八
七
一
(
明
治
四
)
年
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ

り
、
藩
は
解
体
さ
れ
三
府
一
二

O
二
県
が
出
現
し
た
。

こ
れ
は
、
中
央
集
権
国
家
に
お
け
る
地
方
統
治
機
構

形
成
の
出
発
点
と
な
る
が
、
県
域
の
実
態
は
旧
藩
と

同
じ
で
錯
綜
し
て
い
た
。
そ
れ
が
同
年
一
一
月
末
に

は
三
府
七
二
県
と
な
り
、
こ
の
時
初
め
て
地
域
的
ま

と
ま
り
を
持
っ
た
地
方
行
政
区
画
が
出
来
上
が
る
。

福
井
県
域
に
お
い
て
も
七

O
年
二
一
月
に
旧
幕
府

領
を
中
心
に
本
保
県
が
置
か
れ
、
翌
年
七
月
の
廃
藩

置
県
に
よ
り
、
福
井
・
丸
岡
・
大
野
・
勝
山
・
鯖
江
・

小
浜
の
各
県
が
藩
名
を
県
名
に
変
え
た
形
で
成
立
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
郡
上
(
美
濃
)
・
西
尾
(
三
河
)
・

加
知
山
(
安
房
)
県
の
管
轄
地
も
存
在
し
た
。
こ
れ

ら
の
県
が
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
、
同
年
一
一
月
二

福
井
県
の
成
立
と
「
嶺
北
L

「
嶺
南
」
地
方
の
形
成

O
日
に
敦
賀
県
(
若
狭
コ
一
郡
と
越
前
敦
賀
・
南
条
・

今
立
郡
)
と
福
井
県
(
丹
生
・
大
野
・
吉
田
・
足
羽
・

坂
井
郡
)
が
成
立
す
る
。
な
お
、
福
井
県
は
一
か
月

後
の
一
二
月
二

O
日
に
、
「
人
目
一
新
ノ
折
柄
福
井
県

名
足
羽
県
ト
致
改
唱
度
」
と
太
政
官
へ
願
い
出
て
、

足
羽
県
と
県
名
が
変
更
さ
れ
た
。

翌
七
二
年
四
月
敦
賀
県
参
事
に
赴
任
し
た
藤
井
勉

三
(
山
口
藩
士
)
は
、
同
年
一
一
月
敦
賀
の
開
港
と

県
域
の
拡
大
を
求
め
る
建
白
書
を
政
府
へ
提
出
し
た
。

開
港
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
県
域
の
拡
大
は
七

三
年
一
月
一
四
日
の
足
羽
県
の
敦
賀
県
へ
の
併
合
と

い
う
形
で
実
現
し
た
。
藤
井
の
建
白
書
で
は
、
七
尾

県
の
新
川
県
お
よ
び
石
川
県
へ
の
併
合
や
犬
上
県
の

滋
賀
県
へ
の
併
合
と
地
方
行
政
の
効
率
化
を
県
域
拡

大
の
理
由
に
上
げ
て
い
る
が
、
敦
賀
県
の
足
羽
県
へ

の
併
合
で
は
な
く
、
足
羽
県
の
敦
賀
県
へ
の
併
合
が

な
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
足
羽
県
職
員
が

す
べ
て
県
内
出
身
者
で
占
め
ら
れ
、
県
庁
が
旧
福
井

藩
士
の
牙
城
の
観
を
呈
し
て
い
た
こ
と
の
除
去
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
刻
。
実
際
、
こ
の
併
合

が
実
現
す
る
と
旧
足
羽
県
職
員
の
多
く
は
県
庁
を
去

む
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
敦
賀
県
の
県
庁
所
在
地

を
め
ぐ
り
地
方
末
端
役
人
層
を
主
体
と
す
る
地
域
的
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対

立

を

引

き

起

こ

す

こ

と

と

な

る

。

る

ト品

足

羽

県

の

敦

賀

県

へ

の

併

合

が

布

達

さ

れ

る

と

聞

に

髪

を

入

れ

ず

同

一

月

、

前

足

羽

県

の

権

大

属

学

務

掛

表

分

で

こ

の

時

敦

賀

県

の

権

大

属

で

あ

っ

た

富

田

厚

積

が

区

県

併

合

の

非

を

訴

え

る

建

白

読

を

政

府

へ

提

出

し

た

。

賀

藤

井

勉

三

の

建

白

書

を

真

っ

向

か

ら

論

難

す

る

こ

の

噌

年

富
田
の
建
白
は
、
当
時
横
浜
で
発
行
さ
れ
て
い
た
「
日

7

新

真

事

誌

」

に

も

掲

載

さ

れ

、

後

述

の

移

庁

を

め

ぐ

陥

る

大

区

長

の

建

白

書

に

も

影

響

を

与

え

た

。

足

羽

県

は

籍

を

併

合

し

た

敦

賀

県

政

は

、

七

三

年

三

月

に

は

越

前

族

真

宗

門

徒

の

一

授

が

起

こ

り

、

ま

た

、

地

租

改

正

事

注

業
の
進
捗
も
思
わ
し
く
な
く
、
そ
の
運
営
は
さ
ま
ざ
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
同
年
四
月
に
も
同
様
の
建
白

ま
な
困
難
に
直
面
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
書
が
提
出
き
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

越
前
で
は
福
井
移
庁
の
世
論
の
高
ま
り
を
背
景
に
大
建
白
書
へ
は
「
当
分
難
及
詮
議
」
の
返
答
が
あ
り
、

区
長
に
よ
る
福
井
移
庁
の
建
白
書
が
政
府
へ
提
出
さ
大
区
長
ほ
か
大
い
に
落
胆
す
る
と
と
も
に
「
其
待
ツ

れ

る

こ

と

に

な

る

。

所

ノ

衆

庶

壬

同

テ

懇

説

篤

諭

ス

ル

ニ

由

ナ

シ

」

と

述

べ
て
い
る
。

そ
こ
で
再
ぴ
提
出
さ
れ
た
の
が
こ
の
「
移
庁
上
申
」

の
建
白
書
で
あ
る
が
、
「
置
庁
ノ
方
位
ハ
庶
民
欲
願
ノ

権
」
で
あ
り
、
圧
倒
的
多
数
の
「
衆
庶
」
は
福
井
移

庁
を
強
く
望
ん
で
い
る
故
、
大
区
長
が
代
表
し
て
建

白
書
を
提
出
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
建
白
書
の
な
か
で
は
行
政
事
務
取
扱
旦
一
旦
が
敦

若
越
郷
土
研
究

三
十
七
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二
、
大
区
長
の
建
白
書
と
「
木
嶺
以
南
以
北
」

一
八
七
五
(
明
治
八
)
年
九
月
、
越
前
の
大
区
長

一
二
名
の
連
軍
(
表
①
)
を
以
て
「
移
庁
上
析
」
が

元
老
院
へ
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
冒
頭
に
「
本
年
四
月

衆
庶
ノ
希
望
ニ
随
ヒ
連
署
ヲ
以
テ
地
方
宮
ニ
付
シ
本

庁
ヲ
福
井
ノ
地
ニ
移
サ
レ
ン
事
ヲ
上
言
ス
」
と
あ
る

福井「移斥上申」連署区長

大区 区長名 族籍

第8大区々長 岡部左門 福井士族
第9大区々長 久我次郎 福井土族
第10大区々長 荒川団治 福井士族
第11大区々長 土生 ，申'"、 福井土族
第12大区々長 鈴木政太郎 福井士族
第13大区々長 山本準二 福井士族
第14大区々長 近藤怒 福井士族
第15大区々長 有賀清門 福井士族
第16大区々長 杉山敬介 福井土族
第17大区々長 小笠原立也 勝山士族
第四大区々長 浅山生直 大野土族

第20大区々長 内田 衛 福井士族

表①

賀
本
庁
と
比
べ
福
井
支
庁
の
方
が
は
る
か
に
多
い
こ

と
を
福
井
移
庁
の
最
大
の
論
理
と
し
て
い
る
。
そ
れ

と
と
も
に
、
「
我
県
本
庁
ノ
如
キ
一
国
ノ
南
隅
ニ
僻
在

シ
木
芽
嶺
ノ
大
山
脈
其
地
勢
ヲ
横
裁
シ
彊
域
殆
ン
ト

他
国
ニ
似
テ
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
が
、
「
木
芽
嶺
L

に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
二
つ
の
地
域
は
他
国
の
よ
う

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

村
請
制
を
基
盤
と
す
る
近
世
幕
藩
国
家
体
制
か
ら

中
央
集
権
的
国
家
体
制
と
な
り
、
戸
籍
編
制
、
徴
兵
、

地
租
改
正
な
ど
中
央
政
府
の
上
意
下
達
の
仲
介
ほ
か

さ
ま
ざ
ま
な
許
認
可
権
を
も
っ
県
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
行
政
事
務
を
遂
行
す
る
県
庁
の
所
在
位
置
が
、
敦

賀
県
に
お
い
て
「
木
芽
嶺
L

に
よ
る
往
来
の
便
不
便

を
直
接
的
契
機
と
し
て
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど

の
差
異
と
と
も
に
な
に
よ
り
生
活
圏
の
相
違
を
人
ぴ

と
に
認
識
さ
せ
始
め
た
の
で
あ
る
。

翌
年
早
々
に
は
再
び
第
八
大
区
以
北
の
人
民
惣
代

と
大
区
長
に
よ
る
福
井
へ
の
「
移
庁
艇
L

が
建
白
さ

れ
た
。
そ
の
冒
頭
で
「
本
県
置
庁
ノ
地
位
其
宜
ヲ
得

ス
管
内
十
ノ
七
八
其
便
利
ヲ
失
フ
ニ
付
木
嶺
以
北
ノ

人
民
各
区
々
長
ニ
鎚
リ
福
井
へ
移
庁
ア
ラ
ン
事
ヲ
企

望
」
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
初
め
て
地
域

的
利
害
の
対
立
を
表
わ
す
「
木
嶺
以
北
」
と
い
う
言
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葉
が
使
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
木
嶺
以
北
」
人
民
の
い
る
が
、
前
述
の
「
木
嶺
以
北
」
の
ほ
か
に
「
木
嶺

「
不
便
利
」
を
「
布
令
ノ
速
ニ
管
内
ニ
普
及
セ
サ
ル
」
以
南
L

「
嶺
北
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ

「
下
情
上
達
上
意
下
徹
自
緩
延
ス
ル
」
「
旅
泊
之
浪
費
の
よ
う
に
、
県
庁
所
在
地
を
め
ぐ
る
地
域
対
立
は
、

ニ
苦
シ
ミ
参
庁
ヲ
蜘
蹴
又
ル
」
「
布
令
ノ
疑
団
ヲ
質
サ
「
木
嶺
以
北
」
「
嶺
北
」
「
木
嶺
以
南
」
と
い
う
言
葉

ン
ト
ス
ル
モ
土
地
遠
隔
ノ
為
メ
ニ
閣
ク
」
「
僻
遠
ノ
人
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
対
立
は
、
福
井
移

民
ニ
至
ツ
テ
ハ
本
庁
ノ
阻
遠
ナ
ル
ヲ
以
テ
恩
威
ノ
出
庁
が
実
現
す
れ
ば
「
国
家
用
途
多
端
」
の
折
で
あ
る

ル
処
ヲ
知
サ
ル
」
寸
文
書
郵
送
ノ
繁
梓
ヲ
極
メ
冗
費
之
か
ら
移
庁
の
費
用
は
「
衆
庶
醸
金
」
で
成
し
遂
げ
る

ニ
従
フ
」
と
六
つ
の
理
由
を
掲
げ
て
説
明
す
る
。
そ
と
述
べ
る
ほ
ど
切
迫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

れ
と
と
も
に
福
井
に
こ
れ
に
対
し
て
、
同
七
六
年
三
月
一
四
日
に
「
木

県
庁
を
置
く
こ
と
の
嶺
以
南
」
の
区
長
・
一
克
区
長
な
ど
よ
り
移
庁
反
対
の

至
当
な
こ
と
を
述
べ
建
白
劃
が
敦
賀
県
権
令
山
田
武
甫
に
提
出
さ
れ
た

た
後
、
「
木
嶺
以
南
ノ
(
表
②
)
。
前
述
の
「
木
嶺
以
北
」
の
人
民
惣
代
や
大

如
キ
ハ
敦
賀
或
ハ
小
区
長
に
よ
る
「
移
庁
願
L

に
対
し
「
木
嶺
以
南
ノ
人

浜
ノ
内
ニ
一
ツ
ノ
支
心
疑
擢
狼
狽
手
ノ
舞
足
ノ
路
ヲ
不
知
カ
如
シ
L

の
状

庁
ヲ
置
キ
給
ハ
¥
即
態
ゅ
、
え
の
懇
願
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
反
駁
書
の
論

チ
土
地
ノ
大
小
人
民
理
の
骨
子
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
敦
賀
県
は

衆
寡
ニ
適
シ
」
と
し
、
瓢
箪
を
横
た
え
た
よ
う
な
地
形
で
あ
り
、
そ
の
頭
を

も
し
福
井
移
庁
が
実
若
狭
と
し
基
底
を
木
嶺
以
北
と
し
、
県
庁
所
在
地
の

現
す
れ
ば
「
嶺
北
四
敦
賀
郡
を
腰
部
と
す
る
ゆ
え
敦
賀
は
全
管
轄
地
域
の

十
余
万
人
ノ
人
民
従
枢
要
の
地
位
を
占
め
る
。
た
し
か
に
、
福
井
は
管
内

来
百
般
ノ
祖
害
ヲ
免
第
一
の
都
会
で
あ
る
が
あ
く
ま
で
木
嶺
以
北
の
中
央

カ
レ
無
量
ノ
幸
福
ヲ
で
あ
り
、
若
越
二
国
を
も
っ
て
一
県
を
置
く
限
り
は
、

享
ル
」
と
懇
願
し
て
敦
賀
以
外
に
県
庁
を
置
く
と
「
人
心
ハ
帰
着
ス
ル
所

福井移庁反対の建白書連署者

氏名 役職 経歴 族籍

池田艮ニ 第5大区々長 小浜土族

佐藤良三 第2大区副区長 小浜士族
江坂四郎 第3大区々長 小浜士族

高木久 第2大区々長 福井士族

山川一郎 第1大区々長 小浜士族
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表②

注 経歴・族籍は明治7年『敦賀県区分表』による。

中
島

福
井
県
の
成
立
と
「
嶺
北
」
「
嶺
南
L

地
方
の
形
成

ヲ
失
ヒ
各
自
離
反
ス
ル
ニ
至
L

る
と
す
る
。
以
下
、

経
済
圏
の
相
違
や
敦
賀
の
貿
易
港
と
し
て
の
発
展
性

を
説
明
し
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

仰
キ
願
ワ
ク
ハ
嶺
北
移
庁
ノ
願
文
ヲ
奏
シ
玉
フ
ニ

於
テ
ハ
併
セ
テ
上
申
ヲ
賜
ヒ
嶺
南
人
民
ノ
情
態
所

見
ノ
異
同
ヲ
上
徹
シ
公
明
ノ
御
所
置
ヲ
仰
キ
奉
ラ

ン
事
ヲ

こ
の
懇
願
書
の
な
か
で
初
め
て
「
嶺
北
」
「
嶺
南
」

と
い
う
言
葉
が
対
句
の
形
で
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
八
七
五

年
か
ら
翌
七
六
年
に
か
け
て
、
敦
賀
県
の
県
庁
所
在

地
を
め
ぐ
り
福
井
移
庁
と
そ
の
反
対
の
建
白
書
が
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
建
白
書
の
な
か
で
「
木

嶺
以
北
L

↓
「
嶺
北
」
、
「
木
嶺
以
南
」
↓
「
嶺
南
」

と
い
う
地
域
利
害
の
対
立
を
表
徴
す
る
言
葉
が
生
み

出
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
敦
賀
県
に
お
け
る
福
井
移
庁
を
め
ぐ

る
問
題
は
、
政
府
に
よ
る
最
終
判
断
が
な
さ
れ
な
い

ま
ま
、
七
六
年
八
月
に
は
敦
賀
県
自
体
が
消
滅
す
る
。

三
石
川
・
滋
賀
県
へ
の
分
属

一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
に
入
る
と
、
内
務
省
は

二
度
に
わ
た
り
府
県
の
統
合
を
断
行
し
、
周
年
八
月
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に
は
三
府
三
玉
県
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
加
賀
・
能

登
を
県
域
と
し
て
い
た
石
川
県
は
、
七
六
年
四
月
に

新
川
県
(
富
山
県
域
)
を
併
合
、
さ
ら
に
同
年
八
月

一
二
日
に
は
、
嶺
北
七
郡
を
併
合
し
て
人
口
一
八
二

万
人
、
旧
石
高
二
二

O
万
石
と
な
り
人
口
、
石
高
と

も
日
本
国
最
大
の
県
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
嶺
南
四
都

は
滋
賀
県
へ
併
合
さ
れ
た
。

こ
の
内
務
省
主
導
に
よ
る
七
六
年
の
府
県
廃
合
の

目
的
は
、
ま
ず
第
一
に
、
地
租
軽
減
後
の
財
政
危
機

克
服
策
の
一
環
と
し
て
の
府
県
経
費
節
減
で
あ
り
、

府
県
費
は
七
五
年
の
五

O
七
万
円
が
七
六
年
に
は
三

七
一
万
円
と
な
っ
た
。
第
二
に
は
、
旧
士
族
が
県
職

員
を
独
占
し
て
い
る
旧
藩
域
依
拠
の
県
を
な
く
す
こ

と
に
よ
る
地
方
行
政
の
中
央
集
権
化
で
あ
っ
た
。
最

大
の
課
題
で
あ
っ
た
鹿
児
島
県
に
は
手
を
つ
け
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
佐
賀
・
鶴
ケ
岡
・
鳥
取
・

名
東
県
の
廃
止
が
そ
の
例
で
あ
る
。
名
東
県
を
合
併

し
た
高
知
県
に
お
い
て
も
初
め
て
他
県
出
身
の
県
令

が
任
命
さ
れ
た
こ
と
も
、
地
方
行
政
の
中
央
集
権
化

を
図
る
内
務
省
の
意
図
で
あ
っ
出
。

ろ

う

し

ゅ

う

〔

臼

}

1

藩
政
以
来
」
の
「
随
習
浸
染
」
が
深
い
と
さ
れ
、
、

「
難
治
県
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
石
川
県
の
こ
の
よ
う

な
拡
大
は
、
府
県
経
費
の
節
減
か
ら
は
一
定
の
意
味

を
も
っ
た
が
、
地
方
行
政
の
中
央
集
権
化
と
い
う
政

府
の
意
図
に
は
か
え
っ
て
逆
行
し
た
も
の
と
も
い
え

る
。
七
八
年
七
月
の
「
郡
区
町
村
編
制
法
」
・
「
府
県

会
規
則
」
・
「
地
方
税
規
則
」
に
よ
り
最
初
の
統
一
的

地
方
制
度
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
選
議
員

の
構
成
す
る
府
県
会
が
公
認
さ
れ
住
民
の
地
方
自
治

へ
の
部
分
的
参
加
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
地
域
の

政
治
的
経
済
的
要
求
が
提
出
さ
れ
る
場
の
出
来
た
こ

と
を
意
味
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
七
六
年
に
県
域
を

大
き
く
広
げ
た
石
川
県
政
を
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
に

す
る
。
「
府
県
会
規
則
」
に
基
づ
く
七
九
年
五
月
の
最

初
の
石
川
県
会
は
、
越
前
、
加
賀
、
能
登
、
越
中
の

地
域
的
利
害
の
噴
出
で
勧
業
、
土
木
工
事
、
学
校
、

医
学
所
な
ど
に
対
す
る
県
予
算
の
承
認
を
め
ぐ
り
そ

の
運
営
は
著
し
く
円
滑
さ
を
欠
き
、
ま
た
、
コ
レ
ラ

病
の
流
行
も
あ
っ
て
会
期
は
五
か
月
に
も
及
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
七
九
年
度
予
算
案
は
ほ
と
ん
ど
の
費
目

に
お
い
て
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
特
に
、
県
立
学
校

費
及
小
学
校
補
助
費
七

O
、
三
五

O
円
の
原
案
は
、

地
域
対
立
の
な
か
小
学
師
範
学
校
費
や
医
学
所
費
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
、
三

O
、
二
七
三
円
に
修
正
さ
れ

積
極
的
施
策
は
何
に
も
行
な
わ
れ
な
い
と
い
う
有
様

で
あ
っ
(
旬
。

ま
た
、
法
理
闘
争
に
徹
し
た
越
前
地
租
改
正
反
対

運
動
は
、
桐
山
県
令
の
免
官
と
越
前
七
郡
地
租
改
正

再
調
査
を
も
た
ら
し
石
川
県
政
の
大
き
な
瑳
鉄
と
な

る
の
で
あ
る
が
、
八

O
年
二
月
に
成
立
し
た
南
越
七

郡
連
合
会
の
開
設
大
鷲
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

該
会
ハ
何
ノ
為
メ
ニ
設
ク
地
租
改
正
ノ
為
メ
ニ
設

ク
ル
ナ
リ
夫
レ
人
ノ
権
利
ハ
結
合
ニ
因
テ
保
全
シ

(
中
略
)
一
箇
ノ
村
凌
ク
可
キ
モ
合
シ
テ
十
個
ニ

至
レ
ハ
容
易
ニ
圧
シ
カ
タ
シ
況
ン
ヤ
改
租
ノ
主
旨

タ
ル
ヤ
寛
苛
軽
重
其
ノ
平
ヲ
得
地
ニ
厚
薄
ノ
弊
ナ

ク
民
ニ
労
逸
ノ
偏
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
今
之
ヲ

為
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ヤ
各
郡
村
ノ
共
同
一
致
其
ノ
目

的
ヲ
一
ニ
シ
其
方
向
ヲ
均
シ
フ
ス
ル
ニ
非
ス
ン
ハ

能
シ
難
シ

地
租
改
正
反
対
運
動
を
展
開
す
る
中
で
官
に
抵
抗

す
る
「
南
越
七
郡
四

O
余
万
ノ
人
民
」
の
団
結
を
訴

え
る
こ
の
開
設
大
意
は
、
民
衆
レ
ベ
ル
の
意
識
に
お

け
る
実
質
的
な
嶺
北
地
方
(
南
越
七
郡
)
の
形
成
と

い
う
側
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
混
乱
し
た
石
川
県
政
が
、
千
坂
県
令

を
し
て
二
度
に
わ
た
る
分
県
の
建
言
を
政
府
へ
提
出

せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
八

O
年
一
二
月
に
「
管
地

区
画
改
良
ノ
義
ニ
付
建
言
」
を
太
政
大
臣
三
条
実
美
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に
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
建
言
の
な
か
で
千

坂
は
「
南
越
」
(
越
前
七
郡
)
と
旧
加
賀
藩
域
の
「
加

能
越
」
の
県
会
運
営
に
お
け
る
対
立
事
例
を
緩
々
述

べ
た
後
、
「
恰
モ
一
完
人
ヲ
殺
キ
テ
四
不
具
者
ヲ
作
ル

カ
如
、
ン
」
と
慨
歎
し
て
い
る
。
ま
た
、
寸
南
越
幸
ニ
地

租
再
調
ノ
事
竣
ル
此
機
ニ
投
シ
断
然
分
割
ノ
措
置
元

カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
七
九

年
一
二
月
の
租
第
五
五
号
に
基
づ
く
越
前
七
郡
地
租

再
調
査
事
業
が
、
翌
八

O
年
一

O
月
県
令
の
高
圧
的

受
書
提
出
要
求
を
翌
年
に
は
再
審
査
を
す
る
と
い
う

条
件
付
で
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
応
の
終
了

を
遂
げ
た
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
福
井
県
の
設
置
と

地
租
改
正
反
対
運
動
の
不
可
分
の
関
係
を
推
定
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
千
坂
の
建
言
書
の
提
出
を
受
け
て
内
務
卿
松

方
正
義
は
、
八
一
年
一
月
に
「
府
県
分
合
之
儀
ニ
付

上
申
」
を
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
上
申
す
る
。
そ
の

中
で前
田
氏
之
封
地
風
俗
慣
習
一
切
同
一
之
地
方
ヲ
以

テ
石
川
県
ヲ
被
置
越
前
七
郡
弁
ニ
滋
賀
県
下
周
囲

敦
賀
郡
及
ヒ
若
狭
全
国
三
郡
ヲ
以
テ
一
県
ト
シ
治

所
ヲ
越
前
福
井
ニ
被
相
定
更
ニ
福
井
県
被
置
候

ハ
、
彼
此
大
小
相
当

中
島

と
さ
れ
た
福
井
県
の
新
置
案
と
堺
県
の
大
阪
府
へ
の
第
三
一
条
で
も
「
若
狭
国
及
越
前
国
敦
賀
郡
戸
長
ノ
儀

併
合
案
は
、
一
月
=
二
日
元
老
院
会
議
に
か
け
ら
れ
は
従
前
ノ
通
リ
数
町
村
連
合
受
持
不
苦
候
事
」
と
特

た
。
そ
こ
で
の
伊
東
巳
代
治
少
書
記
官
の
提
出
理
由
別
の
配
慮
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
七
九
年
の
第
一
回

は

、

滋

賀

県

会

で

は

、

土

木

費

予

算

の

な

か

で

敦

賀

塩

津

南
越
ノ
民
ト
加
能
越
中
ノ
民
ト
ハ
常
ニ
札
機
シ
テ
聞
や
今
津
小
浜
間
の
道
路
修
築
費
が
特
別
に
計
上
さ

氷
炭
相
容
レ
サ
ル
ノ
情
況
ア
リ
今
ニ
シ
テ
之
カ
処
れ
、
小
浜
初
等
師
範
学
校
設
置
費
が
県
側
の
原
案
ど

分
ヲ
ナ
サ
ス
ン
ハ
宮
ニ
治
績
ヲ
挙
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
お
り
可
決
さ
れ
て
い
る
。
内
陸
県
で
あ
っ
た
滋
賀
県

ミ
ナ
ラ
ス
異
日
或
ハ
動
乱
ノ
基
ト
ナ
ル
モ
亦
知
ル
に
敦
賀
郡
と
若
狭
三
郡
が
編
入
さ
れ
、
日
本
海
に
面

ヘ

カ

ラ

サ

ル

ナ

リ

し

た

こ

と

は

、

滋

賀

県

政

に

新

し

い

課

題

を

加

え

る

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
新
置
案
と
併
合
案
は
反
対
こ
と
に
な
り
、
「
若
狭
国
及
越
前
国
敦
賀
郡
L

は
ま
と

意
見
も
な
く
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
的
。
ま
っ
た
地
域
と
し
て
県
政
が
施
行
さ
れ
て
い
く
と
こ

一
方
、
千
坂
の
建
言
を
受
け
て
内
務
卿
松
方
正
義
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

に
よ
り
「
彼
此
大
小
相
当
」
の
た
め
福
井
県
に
組
入
こ
の
よ
う
に
石
川
県
政
下
の
越
前
七
郡
は
、
と
く

れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
敦
賀
郡
と
若
狭
三
郡
は
、
滋
に
県
会
開
設
後
に
お
い
て
加
賀
・
能
登
・
越
中
と
の

賀
県
に
属
し
六
年
目
を
迎
え
て
い
た
。
そ
の
滋
賀
県
四
す
く
み
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
る
中
、
「
南
越
」
地

政
は
嶺
南
四
郡
を
編
入
し
て
も
大
き
な
混
乱
は
な
く
、
方
と
し
て
地
域
利
害
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

比
較
的
順
調
に
展
開
し
て
い
た
。
敦
賀
県
は
大
区
小
れ
を
下
か
ら
支
え
た
の
が
地
租
改
正
反
対
運
動
で
あ

区
制
を
採
用
、
滋
賀
県
は
郡
単
位
の
区
制
で
郡
が
そ
り
、
「
嶺
北
L

地
方
の
実
質
的
形
成
が
な
さ
れ
て
い
た

の
ま
ま
行
政
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
一
と
言
え
る
。
ま
た
、
滋
賀
県
政
下
の
越
前
敦
賀
郡
と

八
七
六
年
八
月
の
滋
賀
県
合
併
か
ら
七
九
年
五
月
の
若
狭
三
郡
も
、
日
本
海
岸
部
四
郡
と
し
て
独
自
の
地

郡
制
施
行
ま
で
敦
賀
郡
と
若
狭
三
郡
の
大
区
小
区
制
方
形
成
が
な
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
郡
制
移
行

の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
出
さ
れ
た
県
達
第
三
四
号

福
井
県
の
成
立
と
「
嶺
北
」
「
嶺
南
」
地
方
の
形
成
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四
、
福
井
県
の
成
立
と
「
嶺
北
」
「
嶺
南
」
ま
ざ
ま
な
請
願
書
の
な
か
で
「
若
敦
人
隠
」
「
若
越
べ
し
依
て
嶺
南
嶺
北
に
分
ち
南
に
二
人
北
に
五
人
と

(

包

)

(

幻

)

一
八
八
一
(
明
治
一
四
)
年
二
月
七
日
に
石
川
県
四
郡
」
「
嶺
南
四
郡
」
な
ど
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
し
て
可
否
を
聞
は
れ
た
く
」
と
議
論
を
ま
と
め
、
本

と
、
滋
賀
県
か
ら
分
離
さ
れ
た
越
前
七
郡
と
敦
賀
郡
・
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
滋
賀
県
へ
の
復
県
と
多
鼎
介
議
長
が
こ
れ
を
採
り
、
字
句
表
現
は
保
留
の

若
狭
三
郡
で
も
っ
て
、
福
井
県
が
誕
生
し
県
庁
は
福
い
う
敦
賀
郡
と
若
狭
三
郡
の
共
通
課
題
が
同
地
域
の
ま
ま
定
数
と
選
出
地
域
が
議
決
に
付
さ
れ
、
多
数
決

井
に
置
か
れ
た
。
こ
の
新
生
福
井
県
の
成
立
は
、
前
連
帯
性
を
強
め
て
行
く
の
で
あ
る
。
で
可
決
さ
れ
(
問
。

述
の
敦
賀
県
の
時
期
や
石
川
・
滋
賀
岡
県
分
属
期
の
ま
た
、
福
井
県
成
立
後
の
一
八
八

0
年
代
の
福
井
ま
た
、
同
年
七
月
一
八
日
に
よ
う
や
く
通
常
県
会

経
緯
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
木
嶺
以
北
の
越
前
七
県
政
に
お
い
て
も
、
「
嶺
南
L

「
嶺
北
L

の
融
和
が
大
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
土
木
費
支
出
規
則
に

郡

の

人

び

と

に

と

っ

て

は

待

望

の

も

の

で

あ

っ

た

が

、

き

な

課

題

と

な

る

。

関

し

て

道

路

橋

梁

費

や

治

水

費

を

め

ぐ

り

激

し

い

議

木
嶺
以
南
の
敦
賀
郡
と
若
狭
三
都
の
人
び
と
に
と
っ
新
生
福
井
県
の
最
初
の
臨
時
県
会
が
、
常
置
委
員
論
が
展
開
さ
れ
た
。
と
く
に
、
治
水
費
に
関
し
少
し

て
は
、
積
極
的
理
由
が
何
も
な
く
承
服
し
難
い
も
の
の
選
任
と
明
治
二
二
年
度
臨
時
地
方
税
徴
収
の
た
め
、
で
も
多
く
の
県
費
支
出
を
求
め
る
「
嶺
北
議
員
L

と

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
福
井
県
成
立
の
布
達
が
出
八
一
年
五
月
二
五
日
に
福
井
乾
町
東
本
願
寺
別
院
に
そ
れ
に
反
発
す
る
「
嶺
南
議
員
」
の
争
い
を
「
江
越

(
幻
)

さ

れ

る

と

直

ち

に

遠

敷

郡

の

旧

士

族

や

各

町

村

総

代

お

い

て

開

催

さ

れ

た

。

日

執

」

は

、

「

木

ノ

芽

南

北

の

議

員

其

意

見

を

異

に

し

を
主
体
と
し
た
滋
賀
県
へ
の
復
帰
を
望
む
復
県
運
動
向
月
三
二
日
に
は
、
第
一
号
議
案
常
置
委
員
の
選
た
れ
ば
討
論
頗
激
烈
に
し
て
起
っ
て
組
ん
ず
勢
な
り

が
展
開
さ
れ
(
問
。
小
浜
中
学
校
で
集
会
が
関
か
れ
運
出
に
つ
い
て
の
第
二
次
会
が
聞
か
れ
、
理
事
者
側
は
、
し
」
と
伝
、
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
議
長
が
議
決
に
入

動
方
針
や
資
金
徴
収
方
法
が
決
定
さ
れ
、
東
京
・
大
越
前
五
名
、
若
狭
二
名
の
選
出
を
提
案
す
る
が
さ
ま
ろ
う
と
す
る
と
、
「
嶺
南
議
員
」
は
休
憩
動
議
を
提
出

津
・
福
井
へ
の
請
願
人
の
選
定
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
ざ
ま
な
意
見
が
出
て
議
論
百
出
す
る
。
修
正
案
は
、
し
、
ま
た
、
議
会
が
再
開
さ
れ
る
と
今
度
は
議
長
に

敦
賀
・
三
方
・
大
飯
郡
の
賛
同
を
得
る
た
め
に
人
員
越
前
七
郡
五
名
、
若
狭
三
郡
と
敦
賀
郡
で
二
名
と
す
病
気
退
場
を
願
い
出
て
退
場
し
て
し
ま
う
有
様
で
、

派
遣
が
な
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
る
も
の
が
大
勢
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
表
現
に
関
し
て
そ
の
日
は
結
局
定
足
数
に
満
た
ず
閉
会
と
な
っ
た
。

運
動
は
二
か
月
余
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、
滋
賀
議
論
は
数
派
に
分
れ
た
。
こ
の
状
況
に
対

L
、
「
江
こ
の
議
論
は
数
十
日
に
及
ん
だ
が
最
終
的
に
、
土
木

県
令
の
強
力
な
支
援
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
の
決
定
越
日
掛
」
の
「
福
井
県
臨
時
会
記
事
L

に
よ
れ
ば
、
費
支
出
規
則
は
審
議
未
了
の
形
と
な
り
、
石
黒
県
令

を
覆
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
一
一
番
議
員
近
藤
藤
五
郎
(
坂
井
郡
選
出
)
が
「
議
は
一

O
月
一
五
日
甲
第
一
六
九
号
を
も
っ
て
「
県
下

を
契
機
に
「
木
嶺
以
南
」
の
敦
賀
郡
と
若
狭
三
郡
で
論
数
派
に
分
れ
一
々
起
立
を
命
す
る
時
は
何
れ
も
半
治
水
費
の
義
本
年
度
に
於
て
は
急
破
止
む
を
得
さ
る

は
滋
賀
県
へ
の
復
県
運
動
が
執
拘
に
繰
返
さ
れ
、
さ
数
に
至
ら
ず
し
て
倒
れ
市
し
て
原
案
も
消
滅
に
至
る
修
繕
に
限
り
地
方
税
を
以
て
支
弁
候
条
此
旨
布
達
候
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事
」
と
い
う
臨
時
的
措
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た。
こ
の
よ
う
に
、
福
井
県
成
立
直
後
の
一
八
八
一
年

の
県
会
は
、
石
川
県
管
轄
で
あ
っ
た
越
前
七
郡
と
滋

賀
県
管
轄
で
あ
っ
た
敦
賀
郡
と
若
狭
三
郡
の
地
域
利

害
が
さ
ま
ざ
ま
な
議
案
を
め
ぐ
っ
て
衝
突
し
、
理
事

者
側
は
そ
の
融
和
に
苦
心
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
嶺

北
」
地
方
、
「
嶺
南
」
地
方
と
い
う
認
識
が
県
会
の
場

で
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
議
論
を
傍
聴
す
る

新
聞
記
者
に
よ
っ
て
広
く
県
民
に
伝
え
ら
れ
て
行
っ

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
県
会
で
の
対
立
の

背
景
に
あ
っ
た
の
が
嶺
南
四
郡
の
滋
賀
県
へ
の
復
県

運
動
で
あ
り
、
「
嶺
南
」
地
方
と
い
う
自
己
認
識
を
よ

り
強
固
な
も
の
に
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

57 

ま
と
め

一
八
八
二
(
明
治
一
五
)
年
六
月
二
三
日
、
嶺
南

四
郡
の
県
会
議
員
八
名
は
、
滋
賀
県
へ
の
復
県
建

言
艶
を
元
老
院
へ
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
翌
八
三

年
三
月
の
通
常
県
会
に
は
「
若
越
管
轄
分
離
」
の
建

議
案
が
提
出
さ
れ
激
し
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
語
。

建
議
案
は
、
結
局
一
一
対
一
七
で
否
決
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
議
論
の
中
で
坂
井
郡
選
出
の
土
屋
久
左
衛

中
島

門
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
員
は
之
を
可
と
す
る
の
理
由
を
述
べ
ん
若
狭
人

民
は
福
井
県
合
併
に
不
平
を
鳴
ら
す
の
止
む
を
得

ざ
る
の
実
あ
る
は
之
を
等
閑
に
附
す
る
は
至
極
穏

和
な
ら
す
蓋
し
此
の
合
併
た
る
や
人
民
の
情
願
に

よ
る
に
あ
ら
す
政
府
の
適
宜
を
以
て
せ
し
も
の
な

れ
は
兎
も
角
県
会
よ
り
は
一
応
建
議
を
為
し
而
し

て
政
府
に
於
て
採
用
な
ら
す
と
云
ふ
に
な
ら
は
又

止
む
を
得
す

ま
た
、
八
六
(
明
治
一
九
)
年
一
一
月
の
通
常
県

会
で
は
、
小
浜
英
語
学
校
費
の
削
除
が
可
決
さ
れ
た

が
、
こ
れ
を
不
満
と
す
る
嶺
南
の
県
会
議
員
か
ら
県

庁
の
敦
賀
移
転
の
建
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
問

題
は
若
狭
街
道
開
撃
問
題
と
絡
ん
で
九
一
(
明
治
二

四
)
年
の
復
県
運
動
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
の

で
あ
る
が
、
建
議
案
の
審
議
の
中
で
大
野
郡
選
出
の

安
田
十
兵
衛
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

嶺
南
四
郡
ハ
一
肩
一
ニ
ア
ル
痩
ナ
リ
元
ヨ
リ
痩
ハ
病
ノ

塊
リ
ナ
レ
ハ
度
々
激
発
シ
テ
鐙
ヲ
悩
マ
ス
然
レ
ト

モ
今
コ
ソ
痩
ヲ
断
裁
ス
レ
ハ
全
身
壮
快
ニ
ナ
ル
ヤ

言
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
必
定
ナ
リ
依
テ
本
員
ハ
コ
レ
ヨ

リ
分
県
論
ヲ
主
張
セ
ン

一
八
八

0
年
代
の
県
会
は
、
常
に
復
県
問
題
と
議

福
井
県
の
成
立
と
「
嶺
北
」
「
嶺
南
」
地
方
の
形
成

案
に
お
け
る
「
嶺
北
L

「
嶺
南
」
の
地
域
利
害
の
対
立

が
大
き
な
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
記

の
よ
う
に
嶺
北
の
議
員
の
脳
裏
を
も
悩
ま
す
も
の
で

あ
り
、
坂
井
郡
の
土
屋
議
員
の
よ
う
な
比
較
的
穏
和

な
対
応
と
大
野
郡
の
安
田
議
員
の
よ
う
な
切
捨
て
的

な
対
応
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
八
三
年
一
二
月
の
臨

時
県
会
で
は
、
丹
生
郡
選
出
の
永
田
定
右
衛
門
の
建

議
案
に
反
対
す
る
議
員
を
き
し
て
の
「
し
ゃ
べ
り
ば

ち
」
発
言
に
対
し
、
遠
敷
郡
選
出
の
藤
田
孫
平
が
議

員
の
品
位
を
問
題
に
し
て
抵
抗
す
る
な
ど
、
地
域
利

害
の
対
立
は
議
員
の
方
言
に
よ
る
発
言
ま
で
を
も
し

ば
し
ば
問
題
と
し
た
の
で
あ
っ
国
o

以
上
の
よ
う
に
、
一
八
八

0
年
代
の
県
会
に
お
け

る
議
員
間
の
激
し
い
議
論
の
中
で
「
嶺
北
L

「
嶺
南
」

と
い
う
言
葉
は
、
定
着
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
福

井
新
聞
で
も
八
六
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
嶺
南

地
方
の
風
物
を
紹
介
す
る
「
嶺
南
漫
遊
紀
事
し
を
一

五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
、
そ
の
な
か
で
こ
れ
を
契

機
に
嶺
南
の
記
事
の
収
集
に
努
め
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
八
八
(
明
治
二
二
年

の
訓
令
第
二
八
号
寸
嶺
南
四
郡
米
穀
改
良
方
」
の
よ

う
に
、
理
事
者
側
も
「
嶺
北
L

「
嶺
南
」
と
い
う
き
口
葉

を
使
わ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
、
ま
と
ま
っ
た
地
方
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三
十
七
巻
四
号

と
し
て
の
実
態
が
出
来
上
が
っ
て
行
く
。
そ
し
て
、

福
井
県
域
の
近
現
代
史
に
お
い
て
は
、
復
県
運
動
や

県
会
で
の
正
面
切
っ
た
議
論
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
嶺

北
」
「
嶺
南
し
と
い
う
地
域
利
害
の
対
立
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
局
面
で
影
響
を
与
、
ぇ
続
け
て
行
く
の
で
あ
る
。

人王
1

本
稿
は
、
福
井
県
史
近
現
代
史
部
会
の
資
料
調

査
お
よ
び
部
会
で
の
議
論
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
と
く
に
、
近
現
代
史
部
会
調
査
執
筆
買
で
も

あ
る
福
井
県
立
博
物
館
学
芸
員
笠
松
雅
弘
氏
に
は
、

種
々
ご
教
授
を
受
け
た
。

2

辛
未
十
二
月
『
公
文
録
』
諸
県
之
部
(
『
福
井
県

史
』
資
料
編
一

O

近
現
代
一
一
四

O
頁

以

下
県
史
一

O
と
略
記
)
。

3

明
治
六
年
一
月
『
公
文
録
』
大
蔵
省
之
部
二

(
県
史
一

O

一
四
四
頁
)
。

4

宮
武
骸
骨
『
府
藩
県
政
史
L

一
九
四
一
年
大

島
美
津
子
「
大
久
保
支
配
体
制
下
の
府
県
統
治
L

『
年
報
政
治
学
近
代
日
本
政
治
に
お
け
る
中
央

と
地
方
』
一
九
八
四
年
。

5

吉
田
健
「
明
治
初
期
福
井
県
の
職
員
関
係
資
料

に
つ
い
て
L

(

『
県
史
資
料
』
第
2
号
一
九
九
二

年)。

6 

富
田
厚
積
の
建
白
書
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明

治
初
期
の
福
井
と
建
白
書
L

(

『
福
井
の
文
化
』
第

十
七
号
一
九
九

O
年
)
参
照
。

表
①
の
区
長
名
を
み
る
と
第
六
、
七
大
区
(
南

条
郡
と
今
立
郡
の
一
部
)
と
第
一
九
大
区
(
大
野

郡
和
泉
村
域
)
を
除
く
一
二
人
の
大
区
長
の
う
ち

一
O
人
が
福
井
藩
士
族
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

福
井
置
県
一
周
年
の
一
八
八
二
(
明
治
一
五
)
年

二
月
七
日
に
、
旧
福
井
藩
主
松
平
春
山
獄
が
石
黒
務

県
令
と
多
賀
義
行
少
書
記
官
に
宛
て
た
書
簡
(
福

井
県
庁
所
蔵
)
の
中
で
、
福
井
置
県
に
対
し
満
腔

の
祝
意
を
表
し
て
い
る
こ
と
と
を
勘
案
す
る
と
、

福
井
移
庁
を
最
も
強
く
望
ん
だ
の
は
旧
福
井
藩
士

族
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
書
簡

の
中
で
春
巌
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
日
は
越
前
旧
土
臣
民
に
無
窮
の
幸
福
を
従
大

政
府
授
与
さ
れ
た
る
大
祝
日
な
り
慶
永
不
肖
な

り
と
い
へ
と
も
此
祝
日
は
死
し
て
も
必
忘
却
せ

き
る
な
り
旧
臣
民
も
亦
慶
永
の
意
と
同
し
く
置

県
の
幸
福
を
拝
受
す
る
の
本
日
は
子
々
孫
々
に

伝
へ
て
遺
忘
せ
す
紀
念
の
今
日
を
喜
欣
す
る
情

は
胸
中
に
充
満
す
る
事
と
信
認
せ
り

明
治
八
年
九
月
『
公
文
録
』
元
老
院
之
部
附
録

7 8 

(
県
史
一

O

一
六
一

i
六
二
頁
)

9

上
中
町
有
田
岡
本
卯
兵
衛
家
文
書
(
県
史
一

O

一
六
二

1
六
三
頁
)
。
こ
の
「
移
庁
願
」
は
、

写
し
で
あ
り
提
出
先
や
連
署
者
の
氏
名
が
な
い
が
、

同
家
に
残
さ
れ
た
福
井
移
庁
反
対
の
建
白
書
に
は

「
灰
カ
ニ
開
ク
這
般
第
八
大
区
以
北
ノ
人
民
惣
代

及
各
区
長
連
署
シ
テ
吾
敦
賀
県
庁
ヲ
同
国
福
井
ノ

地
へ
移
サ
ン
事
ヲ
出
願
セ
リ
ト
」
と
あ
る
。

日

前

掲

9
岡
本
家
文
書
(
県
史
一

O

二
ハ
三

j
六
五
頁
)

日
大
島
美
津
子
「
大
久
保
支
配
体
制
下
の
府
県
統

治
」
『
年
報
政
治
学
近
代
日
本
政
治
に
お
け
る
中

央
と
地
方
』
一
九
八
四
年
。

ロ
『
公
文
別
録
』
内
務
省
一
ノ
一

日
『
石
川
県
議
会
史
』
第
一
巻
一
九
六
九
年
o

H

福
井
市
二
日
市
町
加
藤
竹
雄
氏
蔵
(
県
史
一

O

三
五
三

i
五
四
頁
)
。

日
明
治
十
四
年
二
月
『
公
文
録
』
内
務
省
二
月
第

一
一
(
県
史
一

O

一
八
二

1
八
四
頁
)
。
な
お
、
こ

の
千
坂
の
建
言
書
は
、
八

O
年
一
一
月
三

O
日
付

の
石
川
県
下
越
前
国
足
羽
郡
福
井
町
勉
強
会
議
員

三
三
名
の
連
署
に
よ
る
千
坂
県
令
宛
の
「
県
庁
分

立
之
儀
ニ
付
献
言
(
写
)
」
(
松
平
文
庫
)
を
受
理
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し
た
後
に
政
府
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
同
献
言
」
は
、
勉
強
会
議
員
総
代
旧
醤
油
御
用

達
岩
井
喜
右
衛
門
が
松
平
春
様
に
宛
て
た
書
簡
に

同
封
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
書
簡
で
は
、
千
坂
県

令
へ
同
じ
も
の
を
提
出
し
た
が
政
府
へ
上
申
し
た

か
否
か
も
わ
か
ら
な
い
故
、
春
山
獄
に
内
閣
や
要
路

の
者
へ
の
働
き
か
け
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
同
献
言
」
に
連
署
し
て
い
る
三
三
名
は
、
勉
強

会
議
員
と
な
っ
て
い
る
が
、
福
井
の
商
人
が
中
心

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
(
池
内
啓
近

現
代
史
部
会
長
の
御
教
唆
に
よ
る
)
。
こ
の
こ
と

は
、
行
政
区
画
を
め
ぐ
る
運
動
が
、
前
掲
7
の
旧

士
族
中
心
か
ら
商
人
層
ま
で
に
広
が
り
を
も
っ
て

き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
勉
強
会

議
員
」
の
名
列
は
以
下
の
通
り
。

小
林
八
十
士
口
鉾
水
久
太
郎
高
島
久
馬
吉
伊

藤
菊
次
郎
野
尻
常
造
椙
平
喜
平
治
松
浦
幸

寿
嶋
崎
藤
次
名
村
竹
次
郎
福
田
源
三
郎

寺
西
清
三
郎
勝
村
清
太
郎
竹
下
芳
太
郎
八

尾
新
助
大
久
保
喜
作
岩
佐
源
次
郎
岩
井
喜

右
衛
門
小
林
芳
太
郎
永
丸
作
次
郎
松
宮
慎

次
郎
岡
崎
左
喜
介
酒
井
安
兵
衛
宗
喜
太
郎

安
田
和
三
郎
河
合
市
太
郎
多
国
専
六
山
田

中
島

房
次
郎
岩
城
五
平
島
崎
和
作
宮
本
喜
太
郎

馬
来
田
豊
伊
藤
栄
次
郎
岸
本
荘
助

同
大
槻
弘
『
越
前
自
由
民
権
運
動
の
研
究
』
一
九

八
O
年

三

八

i
四
三
頁
。
な
お
、
翌
八
一
年
の

再
審
査
要
求
は
、
石
黒
福
井
県
令
に
よ
り
拒
否
さ

れ
た
。

口
明
治
十
四
年
二
月
『
公
文
録
』
内
務
省
二
月
第

二
(
県
史
一

O

一
八
一

i
八
二
頁
)
。

日
『
元
老
院
会
筆
記
』
前
期
第
一

O
巻

明

治

法

制
経
済
史
研
究
所
編
一
九
六
四
年
一
三

1
一

六
頁
第
二
百
二
十
四
号
議
案
「
福
井
県
を
置
き

堺
県
を
廃
す
る
件
」
。

日
『
滋
賀
県
議
会
史
』
第
一
巻
一
九
七
一
年
。

以
下
の
記
述
は
、
同
書
に
よ
る
。

加
以
下
の
記
述
は
、
前
掲
9
岡
本
家
文
書
(
県
史

一
O

二
二
五
j
三
二
頁
)
に
よ
る
。
な
お
、
嶺

南
四
郡
の
復
県
運
動
に
つ
い
て
は
、
池
内
啓
『
置

県
そ
の
前
後
』
一
九
八
一
年
、
拙
稿
「
嶺
南
囚
郡

の
復
県
運
動
」
『
福
井
県
立
若
狭
高
等
学
校
研
究
雑

誌』

X
V
I
-
九
八
三
年
参
照
。

担
「
復
県
建
一
言
」
明
治
十
五
年
『
公
文
録
』
付
録

元
老
院
建
白
書
第
三
(
県
史
一

O

二
三
二

1
三

六
頁
)
。

福
井
県
の
成
立
と
「
嶺
北
」
「
嶺
南
」
地
方
の
形
成

担
「
若
越
四
郡
分
割
建
言
添
書
」
(
滋
賀
県
庁
蔵

長
官
建
議
類
編
冊
)
『
滋
賀
県
議
会
史
』
第
一
巻

一
九
七
一
年
一
一
九

O
i
九
七
百
(
。

お
前
掲
辺
、
寸
府
県
制
管
轄
区
域
修
正
請
願
」
岡
本

家
文
書
(
県
史
一

O

二
三
七
百
(
)
。

担
福
井
県
甲
第
四
六
号
。
福
井
県
の
成
立
に
よ
り
、

三
月
中
に
県
会
議
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
事
務
引
継
ぎ
な
ど
の
行
政
事
務
の
混
雑
と

復
県
運
動
の
関
係
で
遠
敷
郡
を
初
め
と
す
る
嶺
南

の
議
員
の
辞
職
が
相
次
ぎ
、
五
月
ま
で
臨
時
県
会

を
開
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

お
『
江
越
日
報
』
第
四
四
号
一
八
八
一
年
六
月

一O
日
付
o

m
第
一
条
の
字
句
は
、
最
終
的
に
は
、
「
常
置
委
員

ハ
七
人
ト
定
メ
若
狭
国
三
郡
及
越
前
敦
賀
郡
ニ
テ

二
人
越
前
国
南
条
丹
生
今
立
足
羽
吉
田
坂
井
大
野

七
郡
ニ
テ
五
人
ヲ
撰
ブ
ベ
シ
」
と
な
っ
た
。
(
『
福

井
県
議
会
史
』
第
一
巻
一
九
七
一
年
五
三
六

頁)。

幻
『
江
越
日
報
』
第
一
二

O
号

月
八
日
付
。

却
前
掲
目
。

却
『
福
井
新
聞
』
第
四

O
四
号

一
八
八
一
年
九

一
八
八
三
年
三
月
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三
十
七
巻
四
号
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二
四
日
付
。

初
『
明
治
二
十
年
度
福
井
県
通
常
県
会
議
事
日
誌
』

担
『
福
井
新
聞
』
第
六
二
四
号
一
八
八
三
年
一
二

月
二
ハ
日
付
。
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